
千葉県恩給条例施行規則の一部を改正する規則の制定について 

 

 

１ 改正理由 

  （１）民法の一部を改正する法律（平成３０年法律第５９号）による民法第４ 

条の改正により成年年齢が１８歳に引き下がることに伴い、千葉県恩給条 

例等の一部を改正したことにより、併せて、恩給の請求手続等を定めた 

千葉県恩給条例施行規則について、所要の改正を行うもの。 

（２）「行政手続等における押印見直し方針の制定及び見直しの実施につ 

  いて（令和３年３月８日付け行革第６４８号・政法第１４１０号）」 

の通知に基づき、押印について所要の改正を行うもの。 

 

２ 改正内容 

（１） 扶助料※１の寡婦加算※２の請求手続に関する規定について、18歳以上 

20歳未満の子については、成年の子として取り扱う規定に改める等、関係 

規定の整備を行う。（本則） 

また、民法の一部を改正する法律の施行日の前日（令和４年３月３１日） 

において、未成年の子がある場合における当該未成年の子に係る寡婦加算 

の請求手続について、必要となる経過措置を設ける。（附則第２項） 

※１公務員が死亡後、その遺族に支給する年金 

※２扶助料受給者である妻に子（要件あり）がいる場合、扶助料年額に一定額を加算 

  （２）別記様式第一号から様式第四号、別記様式第七号の二から様式第十七号 

の八及び別記様式第十九号について、押印を廃止とする。（本則） 

 

３ 施行期日 

   令和４年４月１日 


